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我々は島津製作所等と共同で質量顕微鏡法を開発してきた。質量顕微鏡法は局所の質量分

析による肉眼解像度を超えたイメージング手法であるむレーザー照射栓置の細起一つ一つ

から、数百から数十万種類の分子がイオン化されて質量ごとに検出される。レーザー脱離

イオン倍はほとんどすべてが 1伍であり、イオンごとの検出強度はそのイオンの数すなわ

ち物質量に相関し量を示しているc 照射位置をスキャンしていくことで二次元マッゼング

による画像化が可能である。さらに多段階質量分析を行うことで多次元の解析や分子種類

の推定や同定も可能である。

本セミナーでは我々の開発ならびに個体、組織、一緒胞レベノレさらにはオノレガネラレベ

ルでの分析応用の研究成果についてお話しする。併せて、データの解析法と、筆者が興味

を持っている老化研究に向けた今後の展望を語りたい司
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